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＜自己紹介＞ 

本誌へは２回目の登場となります（前回は 8 年前）。生まれも育ちも愛媛県松山市で、大学院＋人

生の夏休みで 26 年間住んだ地元を出てつくば市にやって来ました。こちらの生活も 10 年を超え

ましたが、まだ茨城弁は喋れません。趣味はお酒とテニスですが、前者に力を入れすぎて今年にな

って体重が最高記録を更新中なので、来年こそは後者に力を入れたいと強く願っています… 

＜国営事業所での仕事経験＞ 

2017 年３月に博士号をいただき、直後の４月から 2 年間、農

林水産省の国営事業所である印旛沼二期農業水利事業所（@千葉

県）に勤務しました。敬意（?）を込めて「ドクター皆川」と呼

ばれることもありましたが、研究者のあるあるネタですかね。 

現場では、水質に関連する環境関係業務やパイプライン工事等

を担当しました。慣れない仕事で、工事現場ではハプニング続き

でしたが、少しずつ進む様子を見ながら、地元のお役に立てる喜

びを感じられたのは良い経験になりました。 

印旛沼は水質や環境の課題を抱えており、事業では排水を再利

用する循環かんがいを取り入れて少しでも沼に対して負荷を与

えないよう配慮しています。近年はカミツキガメで注目され、在

職中にも複数の TV 番組がロケに来ていました。環境専門官の使

命としてカミツキガメを食べてみましたが、美味しかったですよ。 

あ、最後になりましたが、研究所に戻った現在は水文水資源ユニットで低平域の洪水リスクや水田

の洪水防止機能に関する研究を担当していますので、こちらも引き続きよろしくお願いいたします。 

＜吾輩は猫（好き）である part２＞ 

現在、実家には 11 匹の猫がいます。前回寄稿時は 7 匹だったので、

なんやかんやで増えています。みんな元々はノラ猫で、毛色も性格も様々

です。前回紹介したのりすけもまだまだ元気ですが、今回登場するのは

昨年我が家にやってきた期待の新猫、「水月（ミヅキ）」です。6 月生ま

れなので、この名前にしました。帰省して会えるのが楽しみです。 

皆川 裕樹（MINAKAWA, Hiroki） 

研究者の横顔 

写真 : ある日常の光景 

～ あれから 8 年 ～ 

「農村工学研究部門メールマガジン」第117号(2019年12月号)




